
 

 

２０２１年１１月１８日 

「ＳＡＭＰＥ Ｊａｐａｎ 先端材料技術展２０２１」に出展 

帝人グループは、国際的な複合成形材料業界団体である先端材料技術協会が開催する

「ＳＡＭＰＥ Ｊａｐａｎ 先端材料技術展２０２１」に出展します。 

今回は、１１月２４日～１２月１０日の間にオンライン（https://autumnfair.nikkan.co.jp/）、

１２月１日～３日に東京ビッグサイト（西ホール Ｓ-２、Ｓ-３）で開催され、展示委員長企業

である当社グループは、高機能素材や複合成形材料、およびそれらによる持続可能な

循環型社会の実現に向けた取り組みを幅広く紹介します。 

【 主な出展内容 】 

■ 環境配慮型自動車の実現に寄与する複合成形材料 

量産自動車向けのＣＦＲＴＰ製構造部材として世界で初めて採用されたピックアップトラックの荷台や、

衝突時の衝撃吸収部材、複合材料と金属材料を最適条件で組み合わせたマルチマテリアルのバッテリー

ボックスなどを紹介します。 

■ 高機能繊維と木材による建築向けのハイブリッド素材「ＬＩＶＥＬＹ ＷＯＯＤ」 

木材の２倍以上の剛性を有し、建築材の梁に使用すると設計の自由度が向上することから、幅広い用途

に活用が期待される複合材料集成材。これまで木材を使用できなかった建築物への活用や、梁や柱の

ない広く快適性の高い空間づくりに貢献します。 

■ 炭素繊維「テナックス」 

強度や弾性率などの機械特性に優れており、熱硬化性、熱可塑性のコンポジットの補強材として、

航空宇宙、自動車、一般産業、スポーツなど幅広い用途で使用されています。今回は、航空機の構造材

向けＣＦＲＴＰやリサイクルのコンセプトなどを紹介します。 

■ パラ系アラミド「トワロン」 

軽量・高強度で、高い省エネ効果を発揮します。使用による環境影響を定量化する独自の換算システム

導入、再生可能エネルギーの活用、バイオ由来原料による生産技術や長繊維のリサイクル技術の開発

など、ライフサイクルにおけるＣＯ２排出量の削減を推進しています。 

■ 複合材料容器「ウルトレッサ」 

炭素繊維を使用した圧力容器で、燃料電池自動車、消防、在宅医療などの幅広い用途に使用されて

います。このたび水素充填用の新型容器として認証を取得しました。 

【 当社社員の講演 】 

日 時 講演テーマ 講演者 場 所 

12月1日 

11:35～12:25 

未来へ、先端材料が開く持続

可能な社会 

複合成形材料事業 副本部長 

山田 佳樹 

会場内特別ステージ 

12月2日 

10:20～11:00 

高機能繊維と木材の複合による

新建材がもたらす可能性 

ﾏﾃﾘｱﾙ新事業部門ｽﾏｰﾄ&ｾｰﾌﾃｨ

事業推進班 松尾 淳  

会場内特別ステージ 

12月2日 

13:20～14:10 

自動車部品における環境負荷

低減を狙った複合材料の活用

拡大 

複合成形材料事業 副本部長 

北野 一朗 

｢JISSE-17 国際シン

ポジウム｣会場内 

以    上 

【 当件に関するお問合せ先 】 

帝人株式会社  コーポレートコミュニケーション部  TEL:(03)3506-4055 

https://autumnfair.nikkan.co.jp/

